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議事に先立ち、今回会議の議事進行は河野タスクフォース・リーダーより事務局に託された。　
４．議事概要　
４－１．第４回国際連携タスクフォース議事録の確認　
・第４回国際連携タスクフォース議事録（国際連携2012-5-02）は、事前回付の議事録(案)にリーダーのコメントを追加していることを事務局が説明し、内容を確認した。
４－２．AFACTテヘラン会議報告　
・2012年11月19日の週にイラン テヘランにおいて開催された第30回AFACT会議およびAFACT技術手法委員会TMCの会議の概要を、資料（国際連携2012-5-03）により事務局が報告した。　
・同資料「IV. TMC会議」(２)コア構成要素ライブラリCCLの活用として日本の業界横断EDIフレームワークのCIDL（Cross Industry Data Library）の紹介とAFACTライブラリ登録簿の提案を行った。CIDL日本版ガイドライン（＝ ビジネスインフラガイドブックⅤ2.0）は2013年４月のTMC次回会議までに英文化する予定。同次回会議でアジア地域ライブラリ作成プロジェクト実施の良否の検討を行う。
・同資料「IV. 」(３)SOA相互運用性ガイドに関し、韓国策定の政府用SOAフレームワークと設計ガイドラインをAFACTに適用するかについての提案につきTMCが審議、回答を求められた。12月14日の第４回メッセージング基盤タスクフォースで検討し、資料添付のメールにより現時点で日本不参加の回答を行った旨を事務局が報告した。
・SOAに関し、日本では企業コードの変換システム検討を総務省が進める現況がある。韓国は調達庁を設け一元的に調達を行う等、政府内の連携が進んでいるとの指摘があった。
・AFACT運営委員会および総会において協議､調整が行われた次年度以降のAFACTの課題・会議予定等に関連し、2013年会議はベトナムでの開催であり、SIPS海外調査の対象国候補の一つであることを事務局が説明した。また、会議に続いて開催されたEDICOM 2012において、事務局長：菅又が講演“For Semantic Interoperability”を行った旨も報告した。

・AFACTの他の作業グループである、電子原産地証明WGおよび旅行レジャーWGのそれぞれのプロジェクトも紹介された。
・韓国が紹介し、プロジェクト提案を行った＃（シャープ）メールに関して、日本では内閣府がGPKIによる署名付き電子メールの促進を行っているとの情報提供があり、追って詳細等を得ることとした。
・＃メールはアドレス認証であって、PKIが確立していれば＃メールサービサーの認定のような方式に依らずに、契約書等で肝心な点を押えるのが通常との意見があった。　
４－３．SIPS国際連携ビジョン　
・当会議議事次第（国際連携 2012-5-01）下段の事務局作成「当タスクフォースの2012年度計画、進捗状況、2012年度成果」一覧に関し、事項毎に事務局が説明した。
　－ 2012年度において３年間のロードマップおよび次年度活動計画の作成を予定する。
　－ 成果は都度SIPSホームページに掲載し2012年度当TF報告書作成は予定しない。

・資料（国際連携 2012-5-04）「サプライチェーン情報基盤 国際連携のビジョン検討」について、事務局が概略説明を行った。　　
・同資料スライド３は第４回会議での当TFの認識をまとめており、スライド８の相互関係の図も確認しスライド４「何をすべきか」の検討を事務局が要請し、意見を得た。　
・グローバルサプライチェーンの見える化と効率化の推進に関しては、安全保障・セキュリティ・コンプライアンスの３点を担保し得ることが必要である。　
・SIPSとして目的と到達時期を設定する必要がないか。海外動向等を国内の誰に向け報告するか、国内企業や国に聞いてもらえるかを意識し当TFの立ち位置を考えたい。

・シングルウィンドウの促進などは主に海外企業側にメリットがあり、国内企業にとりメリットがあるものを示さないと、賛同を得て会費等を受けることにはつながらない。　
・実証実験を国内で充分に行って海外へ出るという方式のほうが、説得力があるのではないか。→　海外で行い、国内に示すという方式を取るということでSIPSは活動を始めたと言える。　内需が縮小している近年では、国内を先にしても進めないのではないか。
・化学業界では、現地法人を経由して国内と海外企業が取引を行うケースが多い。
・国内中小企業（製造業）には２つのタイプがあると考えられる。自動車業界系は量産型でEDI化に向く。それ以外の業界では固有技術を生かした個別受注等の少量生産型のためEDI化のメリットが少ない。
４－４．次回会議の日程　
・当タスクフォースのロードマップ案を次回会議前に事務局が準備し2013年１月22日（火）にTF内に回付することとし、次回会議を下記とした。　
国際連携ＴＦ 第６回会議：　2013年２月８日（金）　14：00～17：00
５．関連事項 － SIPS活動に関心ある企業へのTF参加の声掛け
12月上旬、SIPS幹事会の方々に「SIPSの活動に関心ある企業に対し、2012年度の４半期を残すのみになる時期に、年度会費を３月までの間は無料としタスクフォース活動に参加を働き掛ける。」ことを提案し､大方の賛同を得たことを事務局が報告。関心ある企業へのTFメンバーによる声掛けを願う旨の要請を行った。
　
配布資料 一覧：　
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国際連携2012-5-02　第４回国際連携TF議事録
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